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人
生
の
最
期
ま
で
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
や
人
生
会
議
を
通
し
て
、
自
分
の
思
い
を
伝
え
る
準
備
を
始
め
て
み
ま

し
ょ
う
。
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日
本
で
は
世
界
で
も
類
を
見
な
い
ス

ピ
ー
ド
で
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

5
年
後
に
は
、
特
に
人
口
割
合
が
高
い
団

塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
と

な
り
、
高
齢
者
の
総
人
口
を
占
め
る
割
合

は
更
に
増
加
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
蓮
田
市
の
高
齢
化
率
は
、
令
和
２

年
1
月
時
点
で
31
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
と
過

去
最
高
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
と
と

も
に
高
齢
者
の
み
の
世
帯
や
独
り
暮
ら
し

の
高
齢
者
が
増
加
し
、
人
生
の
最
期
に
向

け
て
、
自
分
の
思
い
や
希
望
を
家
族
や
身

近
な
人
と
共
有
す
る
機
会
が
減
っ
て
き
て

い
る
今
、
終
活
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

終
活
と
は
、
自
分
の
死
を
意
識
し
て
、

葬
儀
や
墓
の
準
備
、
身
の
周
り
の
生
前
整

理
な
ど
を
行
い
、 

人
生
の
最
期
を
迎
え
る

た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
を
す
る
こ
と
で

す
。
人
生
の
終
末
に
向
け
た
事
前
準
備
と

し
て
だ
け
で
な
く
、
人
生
の
最
期
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
で
、
今
を
よ
り
よ
く
生
き

る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
見
い
だ
す
前
向
き
な

活
動
と
し
て
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

終
活
を
す
る
上
で
重
要
な
の
は
、
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
と
、
や
っ
た
こ
と

や
考
え
を
残
さ
れ
る
家
族
等
に
伝
え
る
こ

と
で
す
。
自
分
の
考
え
を
整
理
し
、
伝
え

る
方
法
の
一
つ
に
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

の
活
用
が
あ
り
ま
す
。

　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
と
は
、
自
分
の

人
生
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
終
末
期
や

死
後
の
希
望
や
、
残
さ
れ
た
家
族
等
が
さ

ま
ざ
ま
な
判
断
や
手
続
き
を
す
る
際
に
必

要
な
情
報
を
書
き
残
す
た
め
の
も
の
で

す
。
法
的
効
力
が
な
い
た
め
、
形
式
や
書

き
方
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
由
に
書
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
、

自
分
の
こ
と
や
考
え
を
整
理
す
る
き
っ
か

け
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
判
断
能
力
や
意

思
決
定
能
力
の
喪
失
を
伴
う
病
気
等
に
か

か
っ
た
場
合
の
治
療
や
介
護
、
葬
儀
、
財

産
等
の
こ
と
に
関
す
る
思
い
や
希
望
を
伝

え
る
重
要
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

病
気
な
ど
に
よ
っ
て
本
人
の
意
識
や
判

断
能
力
が
な
い
状
態
に
な
っ
た
と
き
に
、

ど
の
よ
う
な
医
療
や
介
護
を
受
け
て
最
期

を
迎
え
た
い
か
に
つ
い
て
は
、
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
を
残
す
だ
け
で
な
く
、
日
頃

か
ら
家
族
や
医
療
・
ケ
ア
チ
ー
ム
と
繰
り

返
し
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
が
た
い
せ
つ

で
す
。こ
の
過
程
を
人
生
会
議（
A
C
P
：

ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）

と
い
い
、
も
し
も
の
と
き
に
自
分
の
意
思

を
反
映
さ
せ
や
す
く
、
本
人
に
代
わ
っ
て

治
療
の
方
針
な
ど
を
判
断
す
る
家
族
等
の

心
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
（
上
図
参
照
）。
心
や
体
の
状
態

に
応
じ
て
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
、

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
や
人
生
会
議
を
通

し
て
家
族
や
身
近
な
人
と
考
え
を
共
有
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
は
、
平
成
29
年
度
に
蓮
田
市
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
作
成
し
、
市
民
向
け

の
在
宅
医
療
や
介
護
に
関
す
る
出
前
講
座

な
ど
で
配
布
し
て
き
ま
し
た
。
新
聞
に
蓮

田
市
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
に
関
す
る
記

事
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
配
布
終

了
後
も
市
民
の
関
心
が
高
か
っ
た
た
め
、

内
容
を
見
直
し
新
た
な
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
4
・
5
ペ
ー

ジ
で
は
、
新
し
い
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

の
活
用
方
法
や
、
配
布
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。
今
後
、
高
齢
社
会
の
中
で
多
く
の

か
た
が
医
療
・
介
護
な
ど
に
関
心
を
高
め

て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
残
さ
れ
る
家

族
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
人
生
を

最
期
ま
で
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

も
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
活
用
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
医
師
、
弁
護
士
な
ど
の
専
門
家
や
、
市
民

団
体
か
ら
の
推
薦
者
の
他
、
市
民
の
意
見
を

広
く
反
映
さ
せ
る
た
め
、
一
般
公
募
に
よ
る

市
民
を
加
え
、
蓮
田
市
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

蓮田市エンディングノート検討委員の皆さん

自
分
ら
し
い
生
き
方
を
考
え
る

特
集

　命の危険が迫った状態になると、約70パーセ
ントの人が、医療やケアなどについて自分で決
めたり、意思を人に伝えたりすることができな
くなるといわれています。人生会議を通して希
望する最終段階の医療やケアについて周囲の信
頼する人たちと話し合い、共有しましょう。

①たいせつにしていることは何か考える
　これまでの生活や家族との関わり合い方など、
自分の人生でたいせつにしていることや、治療が
難しい病気にかかったとき等に受けたい医療やケ
アについて考えてみましょう。

③かかりつけ医に相談する
　病名や病状、予想される今後の病気の経過など
を聞いてみましょう。治療のメリットやデメリッ
トの確認も行いましょう。

⑤医療・介護従事者に伝える
　人生会議の内容を医療・介護従事者に伝えま
しょう。残された人のためにもエンディングノー
トに記しておきましょう。

②信頼できる人は誰かを考える
　家族や友人、医療従事者など、いざというとき
に自分の代わりに医療やケアについて話し合って
ほしい人を考えましょう。

④信頼できる人と話し合う
　みずから医療やケアについての希望を伝えた
り、選択できなくなったりしたときのために、ど
んな医療やケアを受けたいか話し合いましょう。

広
が
り
を
見
せ
る
終
活

新
し
い
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
作
成

た
い
せ
つ
な
人
に
思
い
を
伝
え
る

人生会議の進め方

もしものときのための人生会議
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⃝プロフィール
⃝あしあと
⃝今のわたし

　人生の振り返りや好き
なもの、今取り組んでい
ることややりたいことな
ど、自分の情報をまとめ
ましょう。

わたしのこと

⃝健康状態
⃝人生の最終段階における医療について
⃝介護について　等

　希望する医療や介護に
ついて記入します。病名
等の告知や延命治療につ
いての希望などを記入す
る項目があります。

医療・介護について

日時　３月14日㈯ 午前10時～正午
場所　市役所303～305会議室
定員　90人（申込み順）
申込み・？２月25日㈫から、在宅医療介護課医療介護連携担当 内線197

　在宅医療・介護に関する講座や説明会などで蓮田市エン
ディングノートを配布します。詳細は、広報はすだ、市ホー
ムページ等でお知らせします。出前講座は市内在住の10
人以上の団体を対象に開催します。また、市ホームページ
でPDF版の公開を予定しています。

エンディングノートを
配布します

　ノートを監修した外山哲也さん、小屋野匡さんによるエンディングノートの活用について
の解説を行います。

　

蓮
田
市
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
、
書

く
た
め
に
必
要
な
基
本
的
知
識
や
情
報
が

得
ら
れ
、
人
生
の
最
終
段
階
等
の
意
思
決

定
に
つ
い
て
、
い
つ
で
も
見
直
せ
て
書
き

換
え
が
し
や
す
く
、
情
報
が
共
有
で
き
る

ノ
ー
ト
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
作
成
し
ま
し

た
。「
わ
た
し
の
こ
と
」「
医
療
・
介
護
に

つ
い
て
」「
大
切
な
人
た
ち
」「
亡
く
な
っ
た

あ
と
の
こ
と
」
の
4
つ
の
項
目
に
分
か
れ

て
い
て
、自
分
に
関
す
る
情
報
や
希
望
を
、

分
か
り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

書
き
た
い
ペ
ー
ジ
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う

　

初
め
か
ら
全
て
を
埋
め
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
自
分
が
書
き
た
い
こ

と
や
た
い
せ
つ
だ
と
思
う
こ
と
か
ら
書
き

始
め
ま
し
ょ
う
。

折
を
み
て
見
返
し

今
の
思
い
に
書
き
換
え
ま
し
ょ
う

　

一
度
書
い
た
も
の
を
と
き
お
り
見
返
し

て
、
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
状
況
に
応
じ
て

思
い
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
必
要

が
あ
れ
ば
、
更
新
日
を
記
入
し
何
度
で
も

書
き
換
え
ま
し
ょ
う
。

整
理
し
た
内
容
を
家
族
や
た
い
せ
つ
な

人
に
伝
え
ま
し
ょ
う

　

適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
家
族
や
た
い
せ

つ
な
人
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
ノ
ー
ト

の
保
管
場
所
を
伝
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

重
要
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ

て
相
談
し
た
り
意
見
を
聞
い
た
り
し
ま

し
ょ
う
。

蓮田市エンディングノート
検討委員会委員長
東埼玉病院　内科・総合診療科
医師　外

と

山
やま

　哲
てつ

也
や

さん

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

活
用
の
ポ
イ
ン
ト

蓮
田
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ノ
ー
ト
で

思
い
を
伝
え
る

⃝葬儀のこと
⃝遺言書のこと
⃝財産のこと　等
　葬儀や墓についての希
望や、死亡を伝えてほし
い人を記入します。口座
振替の定期契約等の情報
も書き出しましょう。

亡くなったあとのこと

　家族や友人の他、自分
と関わりのある人との関
係、伝えたいことを記入
します。ペットの情報も
記入しましょう。

大切な人たち
⃝わたしに関わる人たち
⃝大切な人たちへメッセージ
⃝ペット

　エンディングノートの法律面の監修に当た
り、任意後見制度や遺産分けのルールなど、
知っておきたい法律の知識をコラムとして多
く盛り込みました。また、いざというときに
残された家族が困らないように、預貯金など
の財産の他、定期契約などの情報をリスト化
できる項目を作りました。
　エンディングノートは遺言書とは異なり、
法的効力はありませんので、財産の分割など
については遺言書を残す必要があります。

　今回作成したエンディングノートは、人生
の最期についての単なる事前指示書ではあり
ません。自分のこれまでの生き方を振り返り、
これからの生き方を考え、その生き方をたい
せつな人と共有するための道具です。
　自分らしく最期まで生ききるために必要な、
医療関連の知識も厳選して掲載しました。ぜ
ひ、実際に手に取ってみてください。自分な
りの生ききり方を考えていくきっかけとなれ
ば幸いです。

書いてみよう
エンディングノート
　自分の思いを整理し、たいせつな人に伝えるきっかけ作りに、
蓮田市エンディングノートを活用しませんか。

蓮田市エンディングノート
検討委員会副委員長
深谷駅前法律事務所
弁護士　小

こ

屋
や

野
の

　匡
まさし

さん

参加者には、
蓮田市エンディングノートを

配布します。

蓮田市エンディングノート完成記念講座   思いを伝える


